
活動場所： 福島県いわき市平地区 中心市街地（JRいわき駅周辺）

実施期間：

　事前オンラインキックオフ： 2025年 8月 4日（月）19：00～ 20：00
　第 1回（フィールドワーク）： 2025年 8月 27日 ( 水 ) ～ 9月 11日 ( 木 )　
　効果検証にむけたオンラインミーティング：2025年 10月 20日（月）19：00～ 20：00　
　第 2回（効果検証）： 2025年 11月 8日 ( 土 ) ～ 11月 10日 ( 月 )
　　　　　※原則として全日程への参加をお願いします。

募集対象： 大学生、大学院生、高等専門学校生

募集人数： 10名程度

参加費等： 無料（交通費支給・宿泊費支給（実費負担分））

参加費等： ※期間中の食費等は自己負担となります。

応募締切：2025年 7月 25日（金）
※応募者多数の場合、締切前に受付を終了する場合がございます。お早めにご応募ください。

応募フォーム

超・実践型インターンシップで、
あなたの手で “まち”を動かせ。
̶ いわきミライカレッジ 2025 始動

いわきミライカレッジ 2025

プレゼンだけじゃ、まちは変わらない。机上の空論じゃ、若者の未来は動かない。

アイデアをカタチにして、人の流れが生まれる瞬間を、いわきの“まちなか”で体感しよう。

企画書やプレゼンだけで終わる、課題解決プログラムに物足りなさを感じていませんか？そのアイデ

アを、あなたの手でカタチにし、まちがリアルに変わっていく瞬間を体感してみませんか？「いわき

ミライカレッジ」は、ただのインターンシップではありません。地域の人々の声を聞き、アイデアを

出し、ストリートファニチャーを自分たちの手で創り、まちに設置し、人々の流れの変化検証まで見

届ける。これこそが、超・実践型のまちづくりプロジェクトです。机上では絶対に味わえない、あな

たのアイデアで、まちを動かすプロセスを体験しに来てください。

●地域を動かす

　プロジェクトを体験したい

●建築・デザインを

　リアルに活かしたい

●“まちづくり”の

　最前線を知りたい

●自分の作品を

　公共空間に設置したい

こんな学生におすすめ！

主催　いわき市産業チャレンジ課 いわき市役所産業チャレンジ課：0246-22-7476
NPO法人タイラボ：tairahokomichi@gmail.com / 080-3404-7336問い合わせ

大学生と地域で創る地域課題解決プロジェクト「いわきミライカレッジ」



第１回インターンシップ

STEP1《知る》 まずは五感をフル活用して、平（たいら）というまちのリアルに触れる４日間

STEP2《考える》 地域課題に向き合い、アイデアを形に

STEP3《作る》 図面が“まちの家具”になる。DIY でカタチに！

STEP4《発信する》 まちに生まれた変化を、外の世界へ。

STEP5《検証》 社会実験・効果検証を実施。

企画会議・デザインワーク
「どんな空間が必要か？」「本当に求められているものは何か？」チームでの対話を重ね、
ストリートファニチャーのデザインを完成させます 。

9/1月 - 4木 

ストリートファニチャーDIYワークショップ
《DIY サポート》正木屋材木店
地元の「正木屋材木店」さんの工房で、プロのサポートを受けながら、
自分たちの手でファニチャーを創り上げます 。
DIY には工務店さんにも参加いただきます。

9/5金 - 6土 

たいらほこみちに設置
完成したファニチャーを、自分たちの手で「ほこみち」に設置します 。9/8月

自転車で、まちの広がりを体感する
平時空散走ツアー
《サポーター》寺澤 亜彩加 / 井上 栞里
（いわき自転車文化発信・交流拠点ノレル？）
自転車でまちを駆け巡り、史実と伝承が織り交ぜられたマップを元に
平の魅力を広い視点で探ります。

8/30土多様な視点で、まちを切り取る
たいらまちなかフォトウォーク
《サポーター》吉田 和誠
（平商店街育ち。カメラマン）
まカメラを片手に、あなたの心に響く「平の風景」を探すまち歩き。
普段は踏み入れないディープな路地裏にもご案内します。

たいらまちなか歴史トーク
《サポーター》霜村 真康
（菩提院 住職）

歴史を知るとまちのストーリーが見えてきます。
まちの歴史を知り尽くした住職が、この土地に眠る物語を紐解きます。

8/29金

まちづくりのリアルに触れる
まちづくり会社やいわき市都市計画課、商店会の方々へヒアリング・
リサーチを実施 。普段は聞けない、まちづくりの最前線の声に耳を傾けます。

8/28木集合・オリエンテーション
全国から集まる仲間たちと初対面。これからの活動に向けて、
期待と想いを共有します。

8/27水

ストリートファニチャーの実証など
東京大学先端科学技術研究センター 地域社会システム工学分野 准教授
三重大学大学院工学研究科建築学専攻 准教授
近藤 早映
地方都市の未来を再創造することを目的に、人々の感性に寄り添いながら、
社会全体のシステムの未来を考える研究に邁進中。

9/1月 デザインブラッシュワークショップ
《デザインサポート》豊田 善幸（建築士）
中之作地区で活動する建築士であり、地域再生に取り組むNPO法人「中之作
プロジェクト」を立ち上げ。東日本大震災後に中之作へ移住し、地域の風景
保存や空き家の再生、コミュニティづくりに尽力されています。

9/3水

ライブ配信準備、ライブ配信
YouTubeライブ配信（10水）
《ライブ配信 司会》小松 理虔（ローカルアクティビスト）
《ライブ配信 サポート》北林 由布子（NPO法人 タイラボ）
このプロジェクトでの取り組みと学びを、自分たちの言葉で地域内外へ発信します。

9/9火 - 10水 

効果検証
11/9 開催のイベント「三町目ジャンボリーホコテン」で
設置したファニチャーの効果を検証します。

11/8土 - 10月 

第 2回インターンシップ

DIY ワークショップ ほこみちに設置

たいらまちなかフォトウォーク たいらまちなか歴史トーク 平時空散走ツアー

応募フォーム

Instagramたいらほこみち

QRコードを読み込んで
フォームから
ご応募ください。

ご応募はこちら

※応募者多数の場合、締切前に受付を終了する場合がございます。 
　お早めにご応募ください。
応募締切：2025年 7月 25日（金）


